
福井県衛生環境研究センター研究員活動報告 概要 

 
発表演題名 「笑いと健康」県民アンケート調査の結果から 

学会名 「いきいきふれあいのつどい」代表者研修会 
発表者名 斉藤 みゆき （健康長寿推進室） 

開催場所 越前市福祉健康センター 多目的ホール 

開催日時 平成 22 年 3 月 2日（金） 

発表内容 今年度に実施したストレスと笑いの調査結果について報告した。大笑い

が一日一回以上の人は男性約 4割、女性約 5割であり、若者、女性のほう
がよく大笑いをしていた。一日一回以上笑顔になる割合は男性約 7割、女
性約 8割であり、若者女性に笑顔は多かった。笑顔になる要因は、友人と
の会話が一番多く、他にも家族だんらんなど人とのかかわりの中で笑顔に

なっている割合が高かった。 
一方ストレスを感じている人は全体の約 7割であった。ストレスのある

人の多くはストレス解消方法をもち、そのストレス解消方法は、笑顔にな

る要因とよく似ており、多くの人がストレスに対処する中で笑顔になって

いることが示唆された。ストレス軽減のためには、多くの笑顔の要因を持

つことが重要であると考えられた。 
 
 
 


